
２０２１年連合 教会教育委員会・オンライン研修会レジメ 

 
…集会時の感染症対策から、リモート礼拝への取り組みと可能性について 

 
苅田教会の取り組み 

 
１．リモートでもコミュニケーションすることはもちろん可能だが、対面では

リモートでは得られない要素を得ることができる。対面では、三次元の空

間を共有するがゆえに、握手はしないまでも五感で相互の状況を把握しな

がら対話することができる。それが大きいと思う。 
  集会中は、下記の５．で記したことを実行する。 

 
２．礼拝（集会）は、２０２０年３月１日以後も続けているが、その判断の根

拠とした医師の知見は次の通り。 
意見を寄せてくれたのは、牧師の友人であり横浜市内で開業している呼吸 
器を専門とする内科医（大学病院勤務の後、開業）です。 

３．いわゆる三つの密…密閉、密接、密室を避けるために、寒くても通気、換

気を確保するために窓とドアを開放する。特に、対面する窓は開放する。 
４．エアコンで換気はできないが、空気の循環を促進するために作動（送風モ

ードで）させる。 
５．集会の前日（土曜日）には、牧師は、会衆が使う器具（会堂内で手を触れ

そうなところ…椅子[座面、背もたれを含む全体]、手すり、玄関などのドア

の取っ手、トイレと洗面所、テーブル、印刷機など）を消毒する。 
  ＊このための時間はほぼ２時間で、エタノールの消費はかなりの分量にな

っている。 
６．入室前に検温できる用意を整える。非接触型の検温器を購入。 
７．入室前に手指の消毒をする。握手やハグはしない。 
８．マスクを着用する。マスクは牧師があらかじめ相当数を買い揃えてある。 
９．講壇の前には遮蔽のシールドを取り付ける。 
１０．礼拝に出席するか欠席するかは教会員が各自の基準で判断する。 
１１．出席できない教会員に対しては、許諾を求めたうえで、従来通り牧師が

訪問する。 
１２．事情により訪問がかなわない教会員には、電話やメールで随時状況を尋

ねる。 
１３．日曜日以外の集会は休止する。 
１４．今後、対面と並行してリモートも整備して行く際に備え、資金を準備す

る。 

 
１５．ここに記した諸点は、２０１８年冬にインフルエンザが流行した時に実

施したことの拡大版…新型コロナ対応版です。 
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◆２０２０.３.１㈰～
　　⑴コロナウィルス感染防止対応を順次行なう。
　　

⑵４/８から福岡県「緊急事態宣言」が発令
➜日曜日は主日礼拝（短縮）のみとし会堂は換気、三密、消毒に注意。
礼拝堂の座席最大80名までとする（現在は50名制限）。

　　
　　⑶礼拝欠席者へのフォロー
　　　　・主日礼拝の録音
　　　　・週報等の郵送
　
　　⑷主日礼拝の動画配信について
　　　　・動画配信の操作技術を持った人がいない
　　　　・継続して関わる奉仕者がいない

◆第２回地方連合総務財務委員会（2021.1.26）
　　⑴２０２１年度の総務財務委員会活動計画（案）として地方連合諸教会の

インターネット環境の整備推進を行なうことを確認
　　　　　①配信のための機材、インターネット回線の紹介と導入の推進
　　　　　②機材購入に伴う財政支援をする
　　　　　③アフタフォローの推進をする

　　⑵教会創立100周年の記念事業として配信機材の購入と開始の決定
　　　　・２月～３月上旬にかけて教会創立100周年記念委員会、執事会、役員会にて

協議し承認を得る。

◆動画配信に向けた準備
　　⑴本山牧師（豊前教会）のサポート
　　　　・機材の購入、設置をしていただく
　　　　・動画配信の操作技術を本山牧師から習う

⑵２０２１年４月４日㈰イースター礼拝から動画配信開始（限定配信）
　　・現在、牧師が動画配信の操作を行っている
　　・動画配信チームの編成（7月～）

以　上



北九州地方連合 信徒研修会 オンライン伝道への取り組み  

～臼杵キリスト教会の場合～            2021 年 6月 19日（土）永松博 

 

１．いま 

 ・主日礼拝…ライブ配信（一般公開）、録画配信（一般公開） 

・祈り会…ライブ配信（限定公開） 

 

２．どうやって 

・配信機材と環境、ツールの紹介 

 

３．どんな経緯で 

 １）Youtube 録画配信 

   主日礼拝録画配信（限定公開）2020/4/19   

 ※背景：ｺﾛﾅ対策で礼拝休止（4/19,4/26,5/3,5/10,5/17） ※全都道府県緊急事態宣言 4/16 

   主日礼拝録画配信（一般公開）2020/4/26～2020/5/17 

    ※声：「教会外の方がたにもメッセージを届けたい」 

２）Zoom ライブ配信 

  主日礼拝ライブ配信＋録音音声配信（限定公開）2020/9/6 のみ 

    ※背景：ｺﾛﾅ対策下での台風 10号の接近 

祈り会ライブ配信（限定公開）2020/9/9～2020/11/4 

（協力伝道の集い in 大分 2020/9/13） 

３）Jitsi Meet ライブ配信、一般公開へ 

  祈り会新ライブ配信（限定公開）2020/11/11 

   ※背景：30分の壁の克服 

   主日礼拝ライブ配信＋録音音声配信（限定公開）2020/12/6,13 

※背景：臼杵市ｺﾛﾅ発生 11/29 と「教会の緊急時対策案」の適用 2020/9/20 執事会 

 主日礼拝ライブ配信＋録音音声配信（一般公開）2020/12/20,24 

  ※背景：クリスマスのチラシ 

４）Jitsi Meet ライブ配信＋Youtube 録画配信 

 主日礼拝ライブ配信＋録画配信（一般公開）2021/1/17～ 

  ※背景：ｺﾛﾅ対策「だれでも見れるように」⇔「ネット配信の注意」 

 

４．起こったこと 

 ・配信ミス、トラブルと対策 

 ・変化 

 ・課題 
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東八幡キリスト教会の

新たな挑戦

礼拝から軒の下、

さらに星の下へ！

1

2018年「連合まつり」発表資料より



東八幡キリスト教会の

５つのミッション
１）みことばに生きる
２）祈りに生きる
３）腰にてぬぐいをしイエスに従う
４）まちの教会となる
５）すべての人と家族になる

→「すべての人の教会になる」
2



「すべての人のための教会」
になるために

↓

教会はひろがる！

礼拝→軒の下→星の下へ！
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礼拝→軒の下→星の下は

同心円的にひろがっていく

星の下

軒の下

礼拝
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礼拝

礼拝
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軒の下

軒の下

バザー

シェルター
納骨室

荒生田塾
語り場Ｂａｒ
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→ＨＰ

星の下

星の下

遠方

高齢

引きこもり
もうひとりにさせない！
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https://hoshinoshita.info/
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東八幡キリスト教会は

「すべての人のための教会」
になっていく

星の下

遠方

高齢

引きこもり 軒の下

バザー

シェルター
納骨室

荒生田塾語り場Ｂａｒ
礼拝

8
2018年「連合まつり」発表資料ここまで



その後、「星の下」

は

どうなったか
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2018年7月頃から、教会内でひっそり開始
9月頃から、一般にも呼びかけ開始

この時点では、会員サイトで
主日礼拝全体の録画が主日の数日後から
見られるようになる、というほどのもの。

なかなか「双方向性」を実現できず。

それでも北は北海道、南は沖縄まで、
さらには海外からも、10代から70代まで

200名ほどが登録。
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2020年3月頃から、新型コロナの感染拡大
4月7日、最初の緊急事態宣言

4月12日、イースター礼拝を試験的にライブ配信
この時はFacebookを利用。90名ほど参加

4月19日から、YouTubeを使ったライブ配信開始

6月10日、「星の下」
リニューアルオープン！
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・会員登録
メールと氏名のみから、住所・電話番号も。

最初の1ヶ月で55人が登録。現在は250人。

・9月にYouTubeのチャンネル登録者が千人超
広告、スパチャ（投げ銭）が可能に

現在の登録者は2,176人。

・同月からゆうちょの自動払込が利用可能に
現在13人が利用（内、2人は教会員）
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リニューアルで何が変わったか？



・会員サイトのコンテンツ（内容）
礼拝全体動画のみから、

スペシャル動画、オススメ宣教動画集も

・7月から、ほぼ月刊のニュースレター発行
会員間、会員と教会員間の交流のため

・同月から、ほぼ毎月スペシャルイベント実施
牧師のトークライブやオンライン交流会など

（トークライブは朝日新聞記者、NHKディレクター、
谷本牧師などをゲストに迎えて。
最初は会員限定だったが、3回目以降公開に。
多い時は165人がライブ視聴）
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・宣教動画の字幕作成
昨年4月以降の8割が済。奉仕者は4名の会員

・「会員交流班」の発足
星の下会員が主体となって交流を企画

・配信機材拡充のための「機材献金」
目標50万円に対し、36人から67万9千円

・ネット視聴者からの献金
未会員含め、2020年度だけで300万円超

・会員の中から受浸して教会員になる方も
14

「サービス提供」から「一緒につくるもの」へ



・250人の星の下会員のグラデーション
登録だけしてそれっきり（だろう）人
気が向いた時に動画を見る（だろう）人
毎週の礼拝動画を見る人（ライブ or 録画）
コメントしたりメールしたりもする人
イベントに参加したり寄稿したりする人
奉仕者になったり、教会員になる人も！
（他教会員、牧師、仏教徒、ノンクリなど）

・未会員だと、さらにさまざま！
礼拝のライブ視聴は多い時で300名以上
動画再生は多いもので6千回近く
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ネットの世界でのひろがり



・会員の牧会体制の充実
日常的な関わり（電話、メール、SNSなど）
リアルな関わり（オフ会？支部会？）
ホームカミングデイ「東八幡まつり」？

・教会の「かたち」の再検討
ネット上にもう一つ教会があるようなもの
「教会員」とは？

・本当に「つながり」を必要とする人
と、どうつながるか
手段を増やす。一方通行でも、ともかく

16

今後の課題


